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写真：野中浩一、窪田迅郎、石井 
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2023 年 2 月 1 日 記 

 
施設名 

就労継続支援Ｂ型事業所 

があでん・ららら 
活動年数 25 年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 約 40 人 

 
活

動

紹

介 

活動場所 下記住所地 

活動日 があでん・ららら(月～金) 喫茶店｢ハーブカフェ ららら｣(木・金) 
 
活動を始めた背景 

があでん・らららは、精神障がいのある方が利用する就労継続支援Ｂ型の事業
所です。精神しょうがいのある人が自らの望む暮らしを実現するために、平成８
年４月に、市民団体「ＡＳＡＯ健康井戸端会議」が、園芸農家から温室と家屋を
借り、多くの地元ボランティアの支援を受けてスタートしました。現在は「社会福
祉法人 SKY かわさき」が引継いでいます。 

（活動内容） 

働きたい、就労したいという利用者それぞれの
目的に合わせて、ハーブティー製造、焼き菓子製
造、園芸、クラフト製品づくり、喫茶店業を通し
て仕事の提供や訓練をおこなっております。 
また、イベントや喫茶店「ハーブカフェ らら
ら」を通して地域の人々と触れ合いながら、地域
に根差した活動に取り組んでいます。 

 

 

2022 

年度の

トピッ

クス 

コロナ禍も３年目となり、感染症対策をおこないながら少しずつですが地域の
イベントにも参加することができた一年となり、地域の繋がりを再認識する機会
となりました。麻生区区政 40 周年イベントにちなんだクッキー作りや「川崎イイ
モノ直売所」の自販機販売など、今までの繋がりを活かした新しい製品づくりにも
励むことができました。また、今年度も東柿生小学校の総合学習の授業に取り上
げていただき、早野地区の社会資源のひとつとして、喫茶店、福祉施設、ハーブ
ガーデン等いろいろな側面から多くの子どもたちと交流することができました。 

 

課題 
「があでん・ららら」の活動を通して、精神しょうがいのある人が自ら望む暮らし
を実現するため、人と人がつながりあえるように地域の皆さんと一緒に検討してい
きたいと考えています。 

 
参加上

の 

案内 

週一回以上定期的にボランティアで参加できる方を大募集。内容はガーデン、畑
などの手入れ、植付などの作業、販売などを利用者と一緒に行ってくださる方を
募集します。 

■ 寄付金の受付中 
興味のある方は下記へご連絡ください。 

 

代表者 所長 金森孝之 

 

 

連絡先 

名前 金森孝之 住所 〒215-0022 川崎市麻生区下麻生３-３２-５
電話 (044)989-8323 FAX (044)322-8637 

ホームページ https://www.sky1995.com/shop/cafe.html 

インスタグラム @herbcafe_lalala 

 

http://www.sky1995.com/shop/cafe.html
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があでん・ららら 2023 年 2月 
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紹介カード－1                                                         2023.03.18. 

団 体 名 早野聖地公園里山ボランティア 
活動年数 24 年 

ﾒﾝﾊﾞー数 72 名 

活動紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活 動 場 所 麻生区早野 早野聖地公園内 炭焼き小屋周辺 

活 動 日 毎月第１・第３・第 5 土曜日、ただし炭焼き期間（１２月～１月）は毎週土曜日 

活動方針 

 里山を将来にわたり、保全・管理し、地域振興と早野の文化を継承していき、人と自然との

共生を図る。 

活動内容 （＊印＝紹介カード－２に活動写真あり） 

１.里山再生＝伐って育てる森（里山の若返り）⇒生物多様性の向上を図る。 

＊ナラ枯れ対策（発見⇒伐採 19 本)および視察研修⇒（シートで覆い⇒炭焼きに利用）、切

り株＝飛散防止処置、里山の下草刈り・篠竹刈り、清掃、林地の樹木伐採、＊苗木の育成と

植樹・萌芽更新等、循環利用（炭焼き・キノコ類栽培）、里山の若返りを図る。湿地帯の管理

および保全。動植物の保護・育成監視 昆虫類の寝床・繁殖（冬眠）地の確保 

2.炭焼き（伐採材の活用）循環利用⇔SDGs の積極的な参加と炭素の固定化実施 

原木の切り出し～炭焼き（竹炭含む）、炭を利用しての湿地帯水質浄化、苗圃・畑の土壌改

良、トイレの消臭剤として利用、＊ナラ枯れ木伐採＝19 本（除伐含む）と＊腐敗促進作業 

・毎年炭焼きを実施、年間に炭素(C)を 1000Kg 以上固定化し温暖化防止に努めています。 

3.農業体験 

 畑・花壇の手入れ、サツマイモ、ジャガイモ、椎茸・＊ナメコの栽培（新方法）、長ネギ・

玉ネギ、サツマイモ掘り＝虹ヶ丘小学校、＊大規模ナノハナ畑＝作成（３年振りの再開） 

4.地域とのふれあい 

小学校の支援＝東柿生小＝＊体験学習・卒業植樹、虹ヶ丘小＝サツマイモ掘り、 

中原区平間小学校＝出前授業と竹の伐採実演、＊ネクサスチャレンジパーク（NCP）早野＝

各種支援 里山フォーラム in 麻生、東京農業大学ＧＡ講座の支援、  など 

２ ０ ２ 2

年度のト

ピックス 

今年度も新型コロナ禍とナラ枯れに振り回されマスクをしての自主活動が中心となりました。 

・ナラ枯れの現場視察と講習会＝横浜市議会一行、中原区平間小学校＝出前授業と竹炭提供 

・川崎区西大島ルーテル保育園＝木育・火育・植樹体験、大規模ナノハナ畑再開 

・NCP 早野/オープンに伴う各種支援実施＝＊火起こしチャレンジ、薪の提供、農業体験助言 

・カエンダケ＝対応・処理方法と会員内講習会ならび警告メッセージの掲示 

参加上の 

案内 

会員募集中  入 会 受 付＝活動日に直接現地（炭焼き小屋）にお越し下さい。 

年 会 費＝1000 円 活動時間＝9；45～15；00 

服装＝動きやすく汚れてもよい服装 持ち物＝弁当、水筒、手ぬぐい、軍手など 

□レ会員募集中 □レ里山体験・見学など 募集中 

代表者 小泉 清  電話 044－987－0020    FAX 044－987－0020 

E‐mail shiorikobo@jcom.home.ne.jp 

連 絡 先 

事務局 

早野聖地公園里山ボランティア 〒215-0016 麻生区早野 732 早野聖地公園霊園事務所 

電話 044－987－6120    FAX 044－986－0813  

 

mailto:shiorikobo@jcom.home.ne.jp


紹介カード－２
団体名

1.里山再生＝伐って育てる森（里山の若返り）⇒生物多様性の向上を図る
 苗圃の除草　2022.04.30. 　　　 ナラ枯れ講習会/現場視察　　　　2022.07.10.

2.炭焼き（ナラ枯れ材の活用）＝循環利用(今後炭焼きを手順を順次紹介します)
　ナラ枯れ木伐採＝2本同時倒木　2022.10　　　　ナラ枯れ木の腐敗促進作業　　　　2022.11.04.

3.農業体験
　ナメコ栽培＝新しい技術で実施　　2022.10.29. 大規模菜の花畑の種まき　　2022.11.05.
.

4.地域とのふれあい
  里山学習の一環＝竹伐採　　　2022.11.05　　　ネクサスチャレンジパーク早野

東柿生小学校　６年生 火起こしチャレンジ

(全ての活動はコロナ禍のため、各種里山作業・イベントは最小限にて実施)
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早野聖地公園里山ボランティア
活動紹介写真

2023.03.18.

2022.06.19.
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2023 年 1 月 
 

 

名称 麻生市民館 岡上分館 
活動年数 昭和 41 年 5 月～ 

職員 職員５名 

 
活

動

紹

介 

活動場所 岡上分館、岡上地域 

活動日 通年（年末年始、休館日を除く） 

内容 

麻生市民館岡上分館は、周辺を町田市と横浜市に囲まれた全国的にもめずらしい

飛び地にあり、大正時代は岡上分教場、昭和 22 年からは柿生小学校の岡上分校が

あった場所で、館内にはその歴史を紹介するパネルも掲示しており、地域の歴史とと

もに歩んできた施設です。今年度も、岡上地域（歴史・文化・自然など）を知り、発

信する事業を行い、地域の方の学びと交流の場として、親しまれています。 

 
 

【令和４年度事業紹介】 

１．市民自主企画事業「CINEMA でこそだてパート３～こども・大人の暮らし方～」 

２．市民自主企画事業「ボッチャを通じたコミュニティづくり」 

３．市民エンパワーメント研修「スマホで作る 初めての 1 分動画」 

４．シニアの社会参加支援事業入門コース 「はじめてのウクレレ」 

５．家庭･地域教育学級「子どもの声を聴こう・・・」 

 

 

※社会教育施設として「集い・語り合い・つながり合い」の部分は大切に、感染症

対策に努めて講座を開催しています。 

※岡上の多種多様な地域資源も活用しながら、地域とつながり、学びを還元してい

くことができる講座づくりに努めております。 

 
 

課題 

 

岡上分館を幅広い世代の方々に知っていただき、利用してもらうこと 

サークルや団体同士が交流を持ち、会の継続や発展につなげていくこと 

 

 

連絡先 

 
分館長 相澤 悟 住所 川崎市麻生区岡上３－１５－５

電話 044-988－0268／FAX 044-986-0472 
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岡上分館 2023年1月 
 

【市民自主企画事業(ボッチャを通じたコミュニティづくり)の様子】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がいがあってもなくても、皆で

楽しめるのがボッチャの魅力！ 

「いただきます～こ 

こは発酵の楽園～」

を見た後、有機農法

に取り組む畑の見学

へ。土に触れながら

収穫体験もし、大人

も子どもも目を輝か

せていたのが印象的 

でした。 

【市民自主企画事業(CINEMA でこそだてパート３)の様子】 

一昨年度、市民エンパワーメント研修で作成した「岡上を歩く地図」は、岡

上分館窓口で配布しております。まち歩きをしながら素敵な場所やホッと

一息つけるような景色を見つけてみませんか。 
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2023 年 3 月 

   

  

名称 岡上分館；岡上郷土誌資料コーナー 
活動 

年数 

1６年 

平成 18 年開設 

紹介 開館日 通年（第 1、第 3 月曜と年末年始を除く） 

旧岡上郷土誌会（会長 宮野薫、当時）では平成 18 年（2006）に岡上地区

の皆様の協力を頂き、岡上の歴史・文化を網羅した『郷土岡上』を発行しまし

た。このために「収集した全資料は川崎市に寄贈して一般の利用に供したい、

岡上の資料は岡上の地で保存されることを願う」といった地区の思いを岡上分

館が受け止め、分館の図書室に岡上郷土誌資料コーナーが設置されました。 

岡上地区の歴史・文化調査には必須の資料類が集積されています。 

収集資料のまとめとして編集発行された冊子『郷土岡上』が道案内です。 

最近の郷土誌会の活動・学習の成果も、引き続きファイルしております。 

利用時間は午前 9 時から午後 4 時 50 分です（お問合せください）。 

連絡先 
住所 〒215-0027 麻生区岡上 3-15-5 麻生市民館 岡上分館２階 図書室内 

電話 044-988-0268 

団体名 岡上郷土誌会 
活動年数 11 年 

会員数 10 人 

 

活 

動 

紹 

介 

活動場所 おもに麻生市民館岡上分館。テーマによっては現地 

活動日 定例研究会は第 3 金曜日午後 1 時 30 分から 

旧岡上郷土誌会では平成 18 年（2006）に岡上地区の歴史的な史資料を収集

して、テーマ別の 100 を超えるファイルを作成しました。それらの資料の数々

は岡上分館の郷土誌資料コーナーに収められ、一般に公開されています。 

当会はそれらの資料を引継ぎ、活用しつつ「岡上の歴史と文化、自然に親しむ

こと、また次世代に伝えていくこと」（会則より）を目的しております。 

おもな活動 

（1）岡上関連の資料類を収集・整理し、資料コーナーに追加保全する。 

（2）学習会や講座などを開催し、その記録集を刊行する。 

活動にあたっては、岡上分館をはじめ地元町会や学校等との協力・協働を大切

にしています。 

2022 

年度の 

活動 

 
川崎市文化財課、地元の方の協力を頂き、10 年ぶりに岡上神社の内部の状況・

保存資料の現状の調査を行いました。 
 
川崎市地域文化財に決まった「川井田の辻の石造物」「川井田の畑の石造物」

「谷戸の辻の石造物」「本村橋袂の馬頭観音」の説明板を岡上町内会と協力し

て設置しました。 
 
岡上の地域文化財の紹介を柿生郷土史料館 情報・研究誌「柿生文化」に掲載

しました。 
 

代表 梶 睦子 

連絡先 
住所 〒215-0027 麻生区岡上 3-15-5 岡上分館気付 

事務局電話 070-6426-6123 
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2023年 2月 15日 記 

団体名 和光大学・かわ道楽 
活動年数 20 年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 8 名 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 岡上和光山緑の保全地域とその周辺、鶴見川大正橋付近 

活動日 毎月第１日土曜日 午前 10時〜12時、午後 1時〜3時、第 4日曜日午前 10時〜12時 

活動を始めた背景 

私たち“かわ道楽”は、鶴見川源流保全活動がきっかけで始まった、和光大学周

辺の自然環境を保全している学生サークルです。 

 

活動内容 

主に雑木林と小川の整備や、希少生物ホトケドジョウの保護・繁殖を行っていま

す。また大学周辺の環境保全をする上で、地域の方々との交流を不可欠と考え、さ

まざまな地域イベント・お祭に参加させていただいています。 

 さらに、私たちの活動は広がり、岡上での植生調査や水質調査に加えて、魚類調

査、地域の子どもたちを対象とした自然観察会や鶴見川魚捕り体験教室も行ってい

ます。鶴見川流域ネットワーキング、鶴見川源流ネットワーク、あさお流域ネット

ワークの活動に参加して、源

流から河口まで鶴見川流域

の多くの市民の方々と連携

して活動しています。毎年麻

生川の冬鳥調査も行ってい

ます。 

 

2022 

年度の 

トピッ 

クス 

コロナ感染対策のために、大学では活動が制限されていましたが、定例活動も復活

しました。しかし新人歓迎行事は引き続き制限されているので、継続と世代交代に

困っています 

課題 
この２年間、大学で新入生勧誘活動が制限されていたため、新人が育っておらず、

一部のメンバーに負担がかかっています 

参加上 

 の 

案内 

道楽されたい方はどーぞ！動きやすくて汚れても良いかっこうで。 

✓ 体験参加者募集中（受入れ態勢あり） 

✓ 寄付金などの受付中 

興味のある方は下記へご連絡ください。 

代表者 
名前 菅沢志大 住所 〒195-8585 町田市金井町 5-1-1 和光大学 

電話 044-989-7777内線 4311   

連絡先 

名前 菅沢志大   住所 〒195-8585 町田市金井町 5-1-1 和光大学  

電話 044-989-7777内線 4311  E‐mail u21t075a@wako.ac.jp 

ホームページなど https://www.facebook.com/kawadouraku/ 
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2023年 2月 15日 記 

団体名 NPO 法人 かわさき自然と共生の会 
活動年数 19 年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 100 人 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 岡上梨子ノ木特別緑地保全地区とその周辺 

活動日 毎月第２日曜日 午前 10 時から約２時間 

活動を始めた背景 

2000 年「岡上地区緑の保全地域の指定申出書」を川崎市長に提出し、岡上梨子ノ木緑地

を清掃、整備して、2004 年に特別緑地保全地区指定実現させたことに始まります。 

 

活動内容 

⑴ 緑地内遊歩道整備、下草刈り、間伐、枝打ち、植樹、いこいの広場維持、ヤマユリ植栽

普及会の指導のもとヤマユリ再生。 

⑵ 周辺清掃、不法投棄防止の取組み、処理。 

⑶ 自然観察会、コンサート、研究会、感謝祭、親睦会、交流会開催・支援。 

⑷ 市民館岡上分館、こども文化センター、和光大学、小学校、幼稚園等との交流・支援。 

⑸ 地域のみどりの団体と

の連携。 

⑹ 行政との恊働。 

⑺ 「ともいき圃場」 野

菜、花栽培、周辺清掃。 

⑻ 総会、理事会の開催。  

⑼ 会報『ともいき』発行。  

⑽ その他、環境保全と周辺

美化に関すること。 

2022 

年度の 

トピッ 

クス 

地域の皆さんに岡上ワークキャンプを開催していただき、ついにランドマークとな

っている茅葺き屋根の復活をしました。ナラ枯れも起こり始めていますが、倒木除

去以外に特に対策はとっていません。 

課題 行政との協働。地域との協働。世代交代。 

参加上 

 の 

案内 

会員でない方の参加も心から歓迎しています。会員募集中。入会金 1000 円、年

会費 1000 円です（作業用具代、年２度の懇親会、ニュース「ともいき」発行、

配布などに使用）。年に 3 回のワークキャンプのみの参加も歓迎です。 

代表者 
名前 堂前雅史    住所 〒195-8585 町田市金井ヶ丘 5-1-1 和光大学 

電話 044-989-7777内線 4311  E‐mail dom@wako.ac.jp 

連絡先 同上           twitter   https://twitter.com/kyouseinokai 
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2023年 2月 

名称 
和光大学地域連携研究センター 

       地域・流域共生フォーラム 

活動年数 14 年 3 ヵ月 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 センター員７名、職員１名 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

活動場所 和光大学キャンパス、岡上地域、鶴見川流域、その他 

活動日 オフィス開室は平日、活動日は週末も含み不定期 

2008 年度に和光大学の取組「流域主義による地域貢献と環境教育」が文部科

学省「質の高い大学教育プログラム(教育 GP)」に選定されました。この実施・推

進拠点として同年、学内に設置した地域・流域共生センターを、2016 年の和光

大学地域連携研究センター設立に伴い改組した学内機関が、本フォーラムです。 

文部科学省『人材認証制度のニーズ及びマッチングに関する調査貢献』調査報告

書(2014)でも、先進事例として紹介されています。 
 

 私たちは学内外に向けて、おおむね次の活動を行っています。 

・「地域・流域プログラム」を通じた実践的な環境教育の推進 

全学の学生を対象に、本学の教育理念とカリキュラム横断型の単位取得制度を生か

し、持続可能な社会の「新しい公共」を支える環境シチズンシップ教育を推進し、

日本でここだけの「流域環境士」資格を認定しています。環境教育指導者養成の資

格認定講習会を年に数回開催し、都市部ならではの「足もとの自然」へのまなざし

と、安全に楽しく自然と交流し地域の自然の質を高める実践力を養成します。 

・「地域・流域共生フォーラム」による地域貢献と活動支援 

学生と地域の住民・行政・NPO をワンストップで結ぶ拠点・窓口です。自然環境

の保全や生物調査、川の掃除など学生の自主活動支援のために機材の貸し出し等を

行うほか、行政等と連携して、子どもたちのための教育支援活動や自然観察会など

の社会教育機会を、学生とともに地域に提供しています。 

2022 

年度の 

トピッ 

クス 

新型コロナ対策のため活動はかなり制限され、例年のような事業が出来ませんでし

たが、慎重な感染対策を行ったうえで、親子自然体験学習(麻生区共済事業)や、新

型コロナの流行で中止してきた RAC(川の指導者養成)講習会、環境教育プログラ

ム「プロジェクト WILD」、「プロジェクト WET」のリーダー□講習会、チェーン

ソー・刈払い機の安全講習会を３年ぶりに学生限定で開催しました。 

課題 

地域・流域プログラムおよび各種資格講習会の、より効果的な広報を通じた受講拡

大。流域環境士有資格者の活躍の場づくり。川の生き物観察等の野外活動について

は、今後も十分な感染対策を工夫しながら引き続き開催したいと考えます。 

参加上 

 の 

案内 

年に数回行っている各種の環境教育指導者資格認定講習会は、市民の方も受講可能

な場合があります。(テキスト代実費)ご関心のある方は、地域・流域共生フォーラ

ムのホームページやブログ記事をご参照下さるか、直接お問い合わせください。 

https://www.wako.ac.jp/cooperation/research-center/region.html 

代表者 
名前 岩本陽児    住所 〒195-8585 東京都町田市金井ヶ丘 5－１―１ 

電話 044-949-0003 FAX 044-949-0003 E‐mail  centr@wako.jp 

連絡先 
名前 齋藤透     住所 〒195-8585 東京都町田市金井ヶ丘 5－１―１ 

電話 044-949-0003 FAX 044-949-0003 E‐mail  centr@wako.jp 

https://www.wako.ac.jp/cooperation/research-center/region.html
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2023年 2月 

団体名 麻生区クールアース推進委員会 
活動年数 20 年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 12 人 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 麻生区 

活動日 毎月第 1 水曜日（定例会） 

活動を始めた背景 

麻生区区制 20 周年記念事業として、区役所屋上に太陽光発電設備の設置が決ま

ったことを契機に委員会が発足。今年 20 周年を迎えた。 

 

活動内容 

麻生区民に自然エネルギーの活用及び温室効果ガスの削減など地球温暖化防止対

策を普及させること等「エコのまち麻生」の推進を目的とする。 

・委員会の開催（月１回） 

・イベント あさお子育てフェスタ「おひさまと遊ぼう」、「太陽光発電設備設置記

念イベント」、「夏休み環境イベント」「区民まつりへの出店」など 

・小学校、保育園等への出前授業、大人向け出前講座 

・あさお自然エネルギー学校（講座） 

・麻生区役所屋上太陽光パネル見学希望者の受け入れ 

・ニュースレター「おひさまだより」の発行    ほか 

2022 

年度の 

トピッ 

クス 

2022 年 8 月夏休み環境イベント「ソーラーエコハウスを作ろう」、10 月当会 20

周年記念プレイベント谷口たかひさ氏「気候危機 みんなが知れば必ず変わる！」

講演会、2023 年 2 月当会 20 周年記念イベント「気候危機の中 2030 年に向

けてできること」飯田哲也氏の基調講演と地域市民団体によるパネルディスカッシ

ョンを行いました。Zoom 併用の手法も取り入れて多くの参加を得ています。 

あさお子育てフェスタ、区民まつりへ出展し、出前講座は寺子屋あさお、多摩市永

山、東百合丘町会に出向きました。 

課題 

今年度から麻生区役所地域振興課との協働の形が変わり、事務局機能を地域振興課

から委員会に移管しました。 

市民委員の減少が課題となっています。 

小学校出前講座のプログラムを準備していますが、近年依頼がない状況です。 

参加上 

 の 

案内 

■ 会員募集中                   

興味のある方は下記へご連絡ください。 

代表者 名前 児嶋 脩（委員長）     

連絡先 

名前 林 惠美（事務局） 住所 〒215-0006 麻生区金程 1-13-22 

電話 299-6460 FAX 299-6460 E‐mail emi814@sound.ocn.ne.jp 

麻生区ホームページから「麻生区クールアース推進委員会」で検索 
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2023年 2 月 
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2023年 1月 26日 記 

団体名 
かわさきかえるプロジェクト 

あさおてんぷら油資源化チーム 

活動年数 13 年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 6 名 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 麻生区内 

活動日 不定期 

活動を始めた背景 

きれいな水と空気を未来の子どもたちに残すことを目的に「台所から地球温暖化ス

トップ！」をテーマに一般家庭から廃食油を回収し、せっけんや BDF にリサイク

ルする地域内資源循環を実現する。2012 年から菜の花プロジェクトに取り組み、

麻生区の農的資源を活かし、資源循環をさらに進め、区民への普及啓発を図る。 

 

活動内容 

1. 家庭から出る廃食油の回収とせっけん使用の推進。 

2. 菜の花を栽培し、搾油、搾りかすは畑に戻し、油は食用に。残った油は回収し

てせっけんや BDF にリサイクルする菜の花プロジェクトの推進。「菜の花ボ

ランティア」を募り、播種・除草・刈り取り・選別の作業を行っている。 

3. より多くの区民に資源循環の取組みを知らせるため、各種イベントへ参加。 

4. 子育て世代に地域資源循環の重要性を知らせるため、親子で楽しめる企画を行

っている。 

2022 

年度の 

トピッ 

クス 

2022 年春より、コロナ感染対策として募集人数を制限しながらも、親子教室を

再開した。子ども権利の日の市民事業として、「せっけんおばけとあわあわであそ

ぼう」を 11 月に行った。再開された子育てフェスタや区民まつりにも参加し、菜

の花プロジェクトや廃食油回収、せっけんをアピールできた。2023 年春には、

親子教室をリニューアル、麻生産菜種油を使ったケーキ作りにくわえて「せっけん

おばけ」とあそぶ企画とし、親子で楽しく環境について学ぶ機会とした。 

課題 

廃食油の回収については、麻生区ホームページに回収のお知らせ掲載と区役所ロビ

ーの使用について協働を継続している。親子企画では麻生区の後援をいただき、広

報に協力いただいている。 

チームメンバーの増員と菜の花ボランティアの新規募集が課題。 

参加上 

 の 

案内 

菜の花ボランティアとチームメンバーは随時募集。一緒に活動しましょう。 

■ 会員募集中                  ■ 体験参加者募集中（受入れ態勢あり） 

■ 事務局などのスタッフ募集中     ■ 寄付金の受付中 

興味のある方は下記へご連絡ください。 

地域資源循環や SDGｓ、せっけん学習会へ、講師派遣もします。 

代表者 
名前 門平きょう子 住所 〒215-0024 麻生区白鳥 1-16-11 

電話 988-2282 FAX 同左  E‐mail  kado0207@jcom.home.ne.jp 

連絡先 

名前 林 惠美 住所 〒215-0006 麻生区金程 1-13-22 

電話 299-6460 FAX 同左  E‐mail  emi814@sound.c.ne.jp 

ホームページ https://kaeru.kazekusa.jp/  麻生かえるをクリック 

https://kaeru.kazekusa.jp/
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2023年 2 月 
 

 

    かわさきかえるプロジェクト 2023 年 1 月 

   あさおてんぷら油資源化チームです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地球温暖化による気候危機は喫緊の課

題ととらえ、使用済みてんぷら油の回収を

きっかけに、「台所から地球温暖化ストッ

プ！」に参加し、自分事として考える人を

増やしていきます。 
 菜の花プロジェクトを推進し、ボランテ

ィアのメンバーシップを高め、なたね油を

活用したイベントで、地域の市民へのアピ

ールを継続します。 
 

～2022 年 活動報告会～ 
2022 年 10 月 4 日（火）麻生市民館第 1 会議室 

 2022 年産菜種の収穫を報告しました。3 年連続調

理・試食のない報告会となりましたが、今回は、活動

の基本にあるリサイクルせっけん「きなりっこ」を題

材に、せっけんと合成洗剤の違いを、実験を交えて学

びました。 
 

2022 年秋 菜種の播種と生育状況 
 2022 年 10 月に、古沢の鈴木さん、東百合丘の島貫さん、早

野のはぐるまの会の圃場、千代ヶ丘・虹ヶ丘・王禅寺のこども

文化センターの庭、宮前区の吉岡さんの畑に播種しました。東

百合丘こども文化センターは 2 月に苗を植える予定です。 
10 月 13 日の東百合丘の種まきには西生田中学校の SDGｓ

グループ学習を受け入れ、菜の花プロジェクトを SDGｓの観

点から学習し、一緒に種をまきました。 
菜種苗は順調に生育しています。11 月～12 月の間引き作業

は雑草取りも兼ねて行い、多くのボランティアさんのお手伝い

をいただきました。 
菜の花のボランティアさんには年間を通して菜の花の手入

れをお願いしています。ボランティアは随時募集しています。

詳しくは事務局へお問い合わせください。 
4 月の満開の菜の花を楽しみにしています。今期も見学会を

計画します。 

9 月古沢の畝づくり 

東百合丘の種まき 
西生田中学校の生徒さんたち 

当プロジェクトの活動にご協力いただいている方に発送しています。 
【問合せ先】〒215-0006 麻生区金程 1-13-22 かわさきかえるプロジェクト事務局 林 惠美 

Tel/Fax299-6460  emi814@sound.ocn.ne.jp 
 

早野 除草と間引き 古沢 除草と間引き 
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2023年 2 月 14 日 記 

団体名 グループ「せっけんの家」 
活動年数 27 年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 54 名 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 
 
神奈川県内 

活動日 
講座は企画に応じて開催。 

世話人会（スタッフ会議）は月 1～2 回 

 活動を始めた背景 

  ♫ うさぎ追いし彼の山～、小鮒釣りし彼の川～ 🎶🎶 

  この半世紀、山は開発の波に吞み込まれ、どんどん自然が少なくなっています。 

   

合成洗剤の登場で、70 年代に日本全国の川が泡だらけになったこともありました。 

  そのころ、合成洗剤の影響で皮膚障害を起こす人が増え、医師から合成洗剤の使用をやめて

せっけんを使うようにしなさいと多くの人が言われました。 

 

   私たちが洗濯に使う洗剤には、せっけんと合成洗剤があり、違いがあります。 

せっけんは植物や動物の油に薬品を反応させただけのもので、人体に優しく、自然界に流れ出

ても 1 日で分解されます。 

合成洗剤は石油が精製される過程でできたナフサを原料としていて、その成分の合成界面活

性剤（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム他 9 種類）は環境省で定めた PRTR 制度で、 

人の健康を損ない、動植物の生息に支障をきたすという、第一種指定化学物質にあげられてい

ます。 

私たちは、人体にも環境にも負荷のかからないせっけんを使って、未来の子どもたちに 

今ある地球の環境を残したいと活動をスタートしました。 

 

活動内容 

・ せっけん出前講座  ・ 学習会  ・ せっけん作り  ・ 会報紙「せっけんカフェ」発行  

 ・ 湧水めぐり  ・ 里山フォーラム参加 他 

 

2022 

年度の 

トピッ 

クス 

コロナ禍では多くの人が集まって開催する講座はやむなく中止が多く、なかなか対面でで

きない状況でしたが、昨年は講座も徐々に通常にもどりつつあり、室外でのみんなで楽しめ

る “シャボン玉”と “コネコネせっけん＆バスボムを作ろう”は親子で楽しめて好評でした。  

  若い方たちがよりアクセスしやすいように、会のホームページを刷新しました  

 

グループ「せっけんの家」のホームページ 

https://sekkennoie.sakura.ne.jp/ 

   
 

 

 せっけんを使って 

・・・ 守ろう 水 

つ な げ よ う 未 来

に・・ 

 

https://sekkennoie.sakura.ne.jp/
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グループ「せっけんの家」年 2 月 14 日 記 

 
 

課題 

 

川崎市内の小学校の給食現場や一般家庭やレストランからでた使用済み食用油を原料

とした「きなりっこ」を私たちは多くの方々にその優位性と使いこなし方を伝えてきました。 

SDGｓが叫ばれる昨今、資源循環の申し子と言っても過言ではない『きなりっこ』を給食を

通して、次世代の子どもたちには考えるきっかけとなるよう、家庭では環境に配慮した持続

可能なせっけんとして、これからも自信をもって進めていきます。 

 

参加上 

 の 

案内 

貴会からのいつものメッセージをご記入ください。 

☑ 会員募集中                  ☑ 体験参加者募集中（受入れ態勢あり） 

 ☑事務局のスタッフ募集中     ☑ 寄付金の受付中 

興味のある方は下記へご連絡ください。 

代表者 

名前   藤原 美子   住所 〒215－0031 麻生区栗平 1－4－37 

電話 ＆  FAX  044－987－2084   ケイタイ 090-5825-1770 

E‐mail  ypyf311b＠jcom.home.ne.jp 

連絡先 

名前   村山 美香子  住所 〒215－0036 麻生区はるひ野 4－18－4 
電話  044－299－7730     ケイタイ 090－6018－2114    
FAX  044－299－7731 ホームページなど  
E‐mail  mt.village1129@kyp.biglobe.ne.jp 
NEW HP  https://sekkennoie.sakura.ne.jp/ 

シャボン玉 

い っ ぱ い と ば そ う

ね！(^O^)／ 

コネコネせっけんで 

かわいいせっけんが 

たくさんできたね！ 

mailto:mt.village1129@kyp.biglobe.ne.jp
https://sekkennoie.sakura.ne.jp/
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グループ「せっけんの家」2023年 2 月 14 日 記 

 
 

課題 

 

川崎市内の小学校の給食現場や一般家庭やレストランからでた使用済み食用油を原料

とした「きなりっこ」を私たちは多くの方々にその優位性と使いこなし方を伝えてきました。 

SDGｓが叫ばれる昨今、資源循環の申し子と言っても過言ではない『きなりっこ』を給食を

通して、次世代の子どもたちには考えるきっかけとなるよう、家庭では環境に配慮した持続

可能なせっけんとして、これからも自信をもって進めていきます。 

 

参加上 

 の 

案内 

貴会からのいつものメッセージをご記入ください。 

☑ 会員募集中                  ☑ 体験参加者募集中（受入れ態勢あり） 

 ☑事務局のスタッフ募集中     ☑ 寄付金の受付中 

興味のある方は下記へご連絡ください。 

代表者 

名前   藤原 美子   住所 〒215－0031 麻生区栗平 1－4－37 

電話 ＆  FAX  044－987－2084   ケイタイ 090-5825-1770 

E‐mail  ypyf311b＠jcom.home.ne.jp 

連絡先 

名前   村山 美香子  住所 〒215－0036 麻生区はるひ野 4－18－4 
電話  044－299－7730     ケイタイ 090－6018－2114    
FAX  044－299－7731 ホームページなど  
E‐mail  mt.village1129@kyp.biglobe.ne.jp 
NEW HP  https://sekkennoie.sakura.ne.jp/ 

シャボン玉 

い っ ぱ い と ば そ う

ね！(^O^)／ 

コネコネせっけんで 

かわいいせっけんが 

たくさんできたね！ 

mailto:mt.village1129@kyp.biglobe.ne.jp
https://sekkennoie.sakura.ne.jp/
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2023年 2月 

団体名 麻生ヤマユリ植栽普及会 

活動年数 １4年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 １3名 

 

活 

動 

紹 

介 

活動場所 植栽活動は麻生区内４カ所。 会議は区役所・会議室 

活動日  植栽活動：各植栽地で月１～２回。 定例会儀：隔月第３木曜日。 

＜目的＞ 

消えつつある区の花ヤマユリを地域のボランティア団体と連携しながら、ヤマユリの植栽

 

 

 

 

 

 を促進・支援し、そのノウハウの蓄積と普及を推進すること。 

 ＜活動内容＞ 

 ＊月１～２回、 麻生区内の緑地・公園に赴き、ヤマユリの植栽・保全活動を行っている。 

 現在の主な植栽地 （協働団体） は①岡上・梨子ノ木緑地 （かわさき自然と共生の会） 

 ②王禅寺すぎのき緑地・下麻生まつのき緑地 （木こりの会） ③おやしろ公園・さとやま 

 公園（新百合山手公園管理協議会）④市民館裏と区役所中庭など。 

 

▲３月２３日、麻生市民館で 「育苗講習会」 を開催、 ヤマユリの育て方の講習と当会が

発芽させた幼苗を参加者に無料配布します。 

 

 

 ▲昨年は 7月１日～７月６日に掛けて 「ヤマユリ開花展示会」 を麻生市民館ギャラリー

  ヤマユリの成長過程の苗なども展示、入場者が熱心に見入っていました。 

 

 

 ▲区制 40周年記念行事として「ヤマユリ写真展」を９月９日～１１日まで麻生市民館ギャ

    で開催、区民の方からヤマユリの写真を募集して区長賞など１０作品を表彰した。また、

ヤマユリの水彩画なども特別に展示した。 

 

トピッ 

クス 

など 

▲昨年１０月に百合丘小学校でヤマユリの「出前授業」を実施した。１年生を対象に種の

植え付け方法の説明と実演を行い、児童たちにも体験してもらった。また、２回目として

今年２月に３年生に「ヤマユリと地域のつながり」をテーマにパネルや参考資料で授業を

行った。引き続き３月に５年生を対象に「ヤマユリと環境（地球温暖化）」をテーマに会員

が講師になり授業を行った。 

課題 

▲近年、麻生区内でも公園や緑地でナラ枯れやマツ枯れがみられるようになった。公園を

管理する道路公園センターも苦慮しているようだが、ヤマユリの育成にも影響が出始めて

いる。 

参加上 

の 

案内 

麻生区に在住し、在勤 ・在学の方ならどなたでも参加できます。 

年会費：無料 

 会員募集中             体験参加者募集中 （受入れ態勢あり） 

興味のある方は下記へご連絡ください。 

代表者 
▲松田  肇         住所：麻生区王禅寺東３-８-４０ 

電話： 090-7904-3112 

 ▲事務局  山田     電話：090-2565-3390  E-mail:ginjirou10@mte.biglobe.ne.jp 

▲麻生区の HPのトップページ柿丸君の下、 区の花ヤマユリをクリックすると当会の詳し

い内容が見られます。 
連絡先 
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2023年 3月 

団体名 万福寺人参友の会 
活動年数 23.5 年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 20 人 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 平素は各会員の栽培地。種の配布と「品評会・試食会」は麻生市民館 

活 動 日 種の配布は６月。「品評会・試食会」は 12 月下旬 

《活動趣旨》  

 万福寺鮮紅大長人参（通称：万福寺人参）は、現在の麻生区万福寺とその周辺地区

のかつての特産品で、全国野菜品評会において昭和 29 年から５年連続で日本一に

なりました。会ではこの人参の栽培と普及の活動を通して、人参を生み出した人々の

歩みや風土を深く理解し、次の世代にも伝えていきたいと考えて活動しています。 
 
《第 23 回万福寺人参品評会-私の万福寺人参を語り合う会- 12 月 18 日開催》 

品評会は、例年試食会と併せて「里山フォーラム in 麻生・幹事

会」のご支援のもとに開催してきました。今年度もコロナ禍の中で

前年度に続いて試食会抜きの開催となり、出品人参の減少も懸念

されましたが、出品人参数は 33 組と増えました。長さ 28 ㎝から

102 ㎝の人参が並ぶ姿は圧巻でした。また関係の方々のご尽力に

よる地元小中学校と大学での栽培と出品は、この人参をめぐる世

代継承が着実に営まれていることを感じさせてくれました。品評

会では、残念ながら「味覚賞」はコロナ禍による審査困難のため設

けず、その他は厳正な審査のもと次の各賞受賞者が決まりました。

審査委員（成松次郎、長瀬和徳、岩本陽児、三瓶清美、齊藤誠） 
 

最優秀賞〔区長賞〕鈴木章夫（古沢上の畑） 

準優秀賞 タイガーファーム 能勢のり子（黒川東） 

姿〈ルックス〉賞 髙橋八重子（早野） 

色彩賞 千代ヶ丘小学校 5 年 2 組（学校脇） 

香り賞 日下部光代（古沢協働菜園） 

努力賞 金程小学校 2 年（校内） 

努力賞 明治大学 佐藤来夢（生田校舎農場） 

ユニーク賞 明治大学 宮本奈々子（生田校舎農場） 
 

審査中の別室での「語り合う会」は大いに話が弾みま

した。小学生、大学生、30 代 40 代の方々の視点の違

った話も面白くかつ栽培者ならではの努力を重ねてい

るからこその含蓄のある言葉が続きました。 

なお今年度は区制 40 周年記念でもあり最優秀賞は

麻生区長賞ともなり、区役所ロビーに展示しました。 

種の 

配布 
栽培を希望する人への種の斡旋・配布(有料)を６月後半におこなっています。 

課題等 
①麻生区内の学校で取り上げてくれることを重視しています。 

②この人参の遺伝性質と風土性を維持継承するため、地元採種の経験を蓄積したい。 

参加 

案内 
■初めて栽培する人歓迎  ■事務局スタッフ募集中  ■寄付などの受付 

連絡先 
名前 岡本 剛介 

電話 090-9158-0451  Ｅメール go-okamoto＠ymobile.ne.jp 
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万福寺人参友の会 2023年 3月 
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2023年 2 月 12 日 記 

団体名 麻生区地域教育会議 
活動年数 28 年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 36 名 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 主に麻生市民館 

活動日 運営委員会隔月、役員会月１回、子ども会議１１月２３日 

活動を始めた背景 

１９８０年代、校内暴力で荒れる学校や少年事件が多発し、川崎でも深刻な事件が

起き、教育の危機が指摘されました。市民の声をもとに、川崎では地域からの教育

改革を目指して、「地域教育会議」が提案され、行政区や中学校区に順次設置され

ました。麻生区地域教育会議では、地域と学校・行政がともに協力し、子どもがい

きいき育つまち、大人が楽しく学べるまちを目指し活動すると共に、区内中学校区

での地域学校協働本部に向けて協力しています。 

活動内容 

・ネットワーク会議   

  住民委員をはじめ、様々な関連団体の人の情報交換・交流の場 

・教育を語るつどい（麻生の寺子屋） 

  中学校区（地域学校協働本部）交流会・地域の寺子屋交流会 

・子ども会議（青空子ども会議） 

「かわさき子どもの権利条例」に基づき、子どもたちが自由に考え、 

表現し、交流する場 

・さんりんしゃ（広報紙）発行 

2022 

年度の 

トピッ 

クス 

２０２２年度は、新型コロナ対策をおこないながら、通常に近い活動を再開するこ

とができました。行政区としては、３つの情報交換・交流の場を開催。それぞれの

立場の課題についても話し合う機会を設けることができました。また、１７年ぶり

に、子ども会議を開催し、多くの子どもたちに参加してもらうことができました。

子どものいきいきをした笑顔や声、大きい子どもたちが小さい子どもたちの意見を

引き出し真剣に聞く姿があちらこちらでみられました。コロナ禍で制限の多い生活

を送ってきた子どもたちへ、大人ができることを考え、実践していくことの大切さ

を感じました。次年度も開催に向けて活動をすすめていきます。 

課題 

行政の制度の変更等の情報共有や対応に時間がかかる。 

活動を継続し、発展していくためには、参加団体との連携強化と共に、地域教育会

議の根幹である住民委員をいかに増やしていくかが課題。 

参加上 

 の 

案内 

□14 期住民委員募集予定 ※詳細については３月発行の広報紙さんりんしゃ参照                

興味のある方は下記へご連絡ください。 

代表者 名前 井上俊夫 （議長）  

連絡先 

麻生市民館生涯学習支援課地域教育会議担当    

住所 〒215-0004 麻生区万福寺１－５－２麻生市民館内 

電話 951-1300  FAX  951-1650 

E‐mail  88asaosi@city.kawasaki.jp 

mailto:88asaosi@city.kawasaki.jp
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麻生区地域教育会議 2023年 3月 
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2023年 2月 15日 記 

団体名 麻生区こども会連合会 
活動年数 40 年 

ﾒﾝﾊﾞｰ数 30 名 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 麻生区内 

活動日 年間を通して子ども会の行事を開催 

 

活動を始めた背景 

学校や家庭以外でも、仲間を作り助け合うことの大切さを学ぶ場としてずっと活

動しています。みなさんの子どものころからある子ども会ですので、これからも変わ

らず活動します。今年は、子ども会連合会４０周年の年ですので、思い出深い

活動をしていきたいです。 
 

活動内容 

・スポーツ活動「少年野球大会」「羽根つき大会」など 

・区民祭や福祉祭りへの出店 

・町のボランティア活動 

・八ヶ岳キャンプや遠足など 
 

2022 

年度の 

トピッ 

クス 

感染対策を取りながら、徐々に活動を再開しています。 

課題 
バリバリと働く女性も増えてきている中で、これまでと同じ運営では役員の担い手

がいなくなるので、女性だけでなく男性も加わってもらえることが望ましいです。 

参加上 

 の 

案内 

役員の世代交代が始まっています。ベテランと新規役員が混ざることで、古き良き

ものと時代に合った新しいものを組み合わせて活動しています。 

地域貢献に興味のある方は、下記へご連絡ください。 

代表者 

名前：本田 知生   

住所：〒215-0035 川崎市麻生区黒川 681-1 ｶﾞｰﾃﾞﾝｼﾃｨｰ若葉台 104 

電話：080-3085-4311 FAX：044-980-0504 

E‐mail：t.honda104@gmail.com  

連絡先 同上 
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2023年 3月 

名称 川崎市役所環境局総務部企画課 

  

 活 

 動 

 紹 

 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎市では、「生物多様性かわさき戦略～人と生き物つな 

がりプラン～」を平成 26年 3月に策定し、取組を進めて 

きました。 

この度、社会状況の変化等を踏まえ、都市と自然が共生する 

まちの実現をめざすため、令和４年３月に生物多様性かわさき 

戦略を改定しました。 
 

生物多様性かわさき戦略ホームページ 

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000134692.html 
 
 
 
 
 
 
 

【基本方針Ⅲの取組の一つ：かわさき生き物マップ】 

インターネット上で市域の生き物情報を募集し、寄せられた生き物情報を季節ご

とに地図情報として公開しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

かわさき生き物マップホームページ 

https://kawasaki.geocloud.jp/webgis/biodiversity.html 
 

連絡先 

住所 〒２１０－８５７７ 川崎市川崎区宮本町１番地 

電話 ０４４－２００－３７２０ FAX ２００－３９２１  

E‐mail 30kikaku@city.kawasaki.jp 

基本方針Ⅰ 

人と生き物をつなげる 
（生物多様性の保全にかかわる
環境教育や人材育成の推進） 

基本方針Ⅱ 
生き物をつなげる 
（生き物の生息・生育拠点
の創出、育成） 

基本方針Ⅲ 
情報をつなげる 
（生物多様性に関する様々
な情報の収集と調査・発信） 

https://kawasaki.geocloud.jp/webgis/biodiversity.html
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2022 年度の 
里山フォーラム in 麻生 

事業の概要 

今年度もまた新型コロナ感染予防を第一に、事態の
推移を注意深く見守りながら、事業を繋いだ日々でし
た。コロナ禍で足もとの暮らしの見直しや身近な公園・
緑地･農地の自然に触れたいという気運が芽生えてい
たようです。関心を持つ方が多くなりました。10 月に
は区民祭りが再開されました。フォーラムでも区制 40
周年を記念してからむし作品展示と写真展の 16 年間
の振り返り展示を行いました。 
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第 17 回 わたしのまちのホッとする風景 写真展 今編・昔編 
入賞者一覧     寄せられた 150 点はどれも思いがこもる素晴らしい作品でした。    
 

・麻生区長賞 
「中庭の春」 白井敏彦 

・麻生市民館長賞 
「1960 年代の麻生の畜産シリーズ」 鈴木秀雄 

・里山フォーラム賞 
「修廣寺 今昔シリーズ」 菅原陽子、菅原節生 

・特別エッセイ賞「幻の東林寺堰」 
「白根耕地と呼ばれた地の 65 年間」 宮城すみ子 

・特別賞「半世紀前、多摩線開通前年」 井上康輔 
・特別賞「勝坂からの眺め」 市嶋新 
・特別賞「50 年前の古沢、片平」 荻久保嘉章 
 
・ホッと賞「水鏡」 鈴木孜 
・ホッと賞「里山の実り」 真下智彦 
・ホッと賞「弘法松の夢の跡」 荒木英子 
・ホッと賞「紅葉の下 散歩」 伊藤武夫 
・ホッと賞「協奏曲のような作業」 早野里山ボラ 

令和 4 年度 里地里山ナチュラリスト養成講座 
第 1 回        第 2 回 その 1・その 2        第 3 回 

フォーラム資料集（団体施設編）も 22 年目にして初めてできるところでのカラー印刷
にチャレンジしました。当初の手作り感満載のものからずーと各活動に携わる方々の厚い
気持ちが溢れ伝わって来ます。ボランタリーな市民活動は継続や発展が難しいと言われま
すが、42 年目となる団体もあります。なかなか活動現場に足を運べなくても行間から垣間
見える一人一人のお顔と汗を思い浮かべていると、知恵や勇気が湧いてきます。紹介カー
ドをお寄せいただいた皆様に深く感謝いたします。   〔編集･入稿 石井よし子〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

「2023 里山フォーラム in 麻生 資料集 第 22 号」 

発行日 2023(令和 5)年 3 月 18 日 

編集・印刷・製本 里山フォーラム in 麻生 

 
 
 

※本資料集の内容を参考にする場合はご一報頂ければ幸いです。 

無断転用などはご遠慮ください。→ 連絡先 里山フォーラム in 麻生 

E-mail satoyamaforum@gmail.com  TEL 070‐6426‐6123 
 

令和 4 年度 麻生区地域課題対応事業-麻生里地里山保全推進事業 

主催 里山フォーラム in 麻生・麻生区生涯学習支援課(麻生市民館) 

麻生市民館 TEL 044-951-1300 

 

mailto:satoyamaforum@gmail.com
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